
ＪＲ東海労ニュース
東海道新幹線コンクリート壁が一部落下！
利用者からも不安の声「新幹線からの警告を見逃すな」

早急に長大トンネル、橋梁の老朽化対策を！

マスコミは１月18日、静岡県内の東海道新幹線のコンクリート壁の一部が高さ４

㍍の高さから道路上に落下したことを報じました。数年前、山陽新幹線のトンネル

内でコンクリート壁が落下し、走行中の列車に衝突する事態も発生しました。通行

人や車への被害がなかったからいいというものではありません。東海道新幹線でも

このような事故が発生して、乗務員・乗客への被害が発生しないとは限りません。

会社は「付近の緊急点検を実施しほかに剥がれるおそれのある部分はなかった」と

していますが、早急に全線に渡って点検を実施、対策を採るべきです。

ＪＲ東海労はこの間、東海道新幹線の老朽化対策、特に長大トンネル、橋梁の対

策を早急に行うよう会社に求めてきました。このコンクリート壁落下事故は、開業

から約半世紀を経過した東海道新幹線の老朽化が顕在化したものといえます。長大

トンネル、橋梁の老朽化対策はリニア開業後で間に合うのでしょうか。最近では高

速道路のトンネル内で天井版が落下し大惨事が発生しました。今回のコンクリート

壁落下事故を軽く受けとめず、早急に東海道新幹線の老朽化対策を進めるべきです。
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